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本
法
律
案
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
企
業
倒
産
事
件
の
迅
速
か
つ
円
滑
な
処
理
が
要
請
さ
れ
て
い
る
状
況
等
に

か
ん
が
み
、
経
済
的
に
窮
境
に
あ
る
大
規
模
な
株
式
会
社
の
事
業
の
維
持
更
生
を
合
理
的
か
つ
機
能
的
に
図
る
た
め
、
更
生
手

続
に
つ
い
て
、
迅
速
化
及
び
合
理
化
を
図
る
と
と
も
に
再
建
手
法
を
強
化
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
総
則
関
係

１

更
生
事
件
の
土
地
管
轄
規
定
を
緩
和
し

親
子
関
係
・
連
結
関
係
に
あ
る
会
社
の
更
生
事
件
の
係
属
し
て
い
る
裁
判
所

、

、

東
京
地
方
裁
判
所
又
は
大
阪
地
方
裁
判
所
に
も
管
轄
を
認
め
る
。

２

更
生
事
件
に
関
し
て
裁
判
所
に
提
出
さ
れ
て
い
る
文
書
等
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
、
利
害
関
係
人
は
閲
覧
・
謄
写
請

求
を
可
能
と
す
る
な
ど
の
規
定
を
整
備
す
る
。

二
、
更
生
手
続
の
開
始
関
係

１

更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
が
あ
っ
た
場
合
、
債
権
者
の
強
制
執
行
等
を
一
律
に
禁
止
す
る
包
括
的
禁
止
命
令
の
制
度
を
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創
設
す
る
。

２

事
業
の
継
続
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
財
産
に
つ
い
て
、
商
法
の
規
定
に
よ
る
留
置
権
が
あ
る
場
合
に
は
、
更
生
手
続

開
始
前
に
お
い
て
も
、
裁
判
所
の
許
可
を
得
て
、
留
置
権
者
に
対
し
、
財
産
の
価
格
に
相
当
す
る
金
銭
を
弁
済
す
る
こ
と

に
よ
り
、
留
置
権
の
消
滅
を
請
求
で
き
る
。

３

裁
判
所
が
更
生
手
続
開
始
決
定
を
す
る
に
際
し
て
は

更
生
の
見
込
み
が
あ
る
か
否
か
の
経
営
的
判
断
を
不
要
と
す
る

、

。

４

更
生
手
続
開
始
後
、
更
生
計
画
案
を
決
議
に
付
す
る
旨
の
決
定
が
あ
る
ま
で
の
間
は
、
営
業
譲
渡
が
更
生
会
社
の
事
業

の
更
生
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
、
こ
れ
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
、
更
生
手
続
の
機
関
関
係

１

経
営
責
任
の
な
い
会
社
の
取
締
役
等
に
つ
い
て
は
、
管
財
人
、
保
全
管
理
人
等
に
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
明

確
化
す
る
。

２

裁
判
所
は
、
監
督
委
員
に
対
し
、
更
生
会
社
の
取
締
役
等
が
管
財
人
等
の
職
務
を
行
う
に
適
し
た
者
で
あ
る
か
否
か
に

つ
い
て
、
調
査
を
命
じ
、
そ
の
結
果
を
報
告
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
、
更
生
債
権
、
更
生
担
保
権
等
の
各
種
権
利
の
取
扱
い
関
係
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１

少
額
の
更
生
債
権
等
に
つ
い
て
、
早
期
に
弁
済
す
る
こ
と
で
更
生
手
続
の
円
滑
な
進
行
が
で
き
る
と
き
、
又
は
早
期
に

弁
済
し
な
け
れ
ば
更
生
会
社
の
事
業
の
継
続
に
著
し
い
支
障
が
あ
る
と
き
は
、
裁
判
所
の
許
可
を
得
て
、
更
生
計
画
案
の

認
可
決
定
前
で
も
弁
済
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

更
生
債
権
等
の
調
査
及
び
そ
の
内
容
の
確
定
に
つ
い
て
は
、
管
財
人
が
作
成
し
た
認
否
書
及
び
届
出
を
し
た
更
生
債
権

者
等
の
書
面
に
よ
る
異
議
に
よ
り
調
査
を
行
い
、
管
財
人
が
認
め
ず
、
又
は
届
出
を
し
た
更
生
債
権
者
等
が
異
議
を
述
べ

た
更
生
債
権
等
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
査
定
の
手
続
及
び
査
定
の
申
立
て
に
つ
い
て
の
裁
判
に
対
す
る
異
議
の
訴
え
に
よ

り
確
定
を
行
う
。

議
決
権
の
額
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
管
財
人
が
認
め
ず
、
又
は
届
出
を
し
た
更
生
債
権
者
等
が
異
議
を
述
べ
た
場
合
に

は
、
裁
判
所
が
議
決
権
を
行
使
さ
せ
る
か
否
か
及
び
い
か
な
る
額
に
つ
き
議
決
権
を
行
使
さ
せ
る
か
を
定
め
る
。

五
、
更
生
会
社
の
財
産
の
調
査
及
び
確
保
関
係

１

更
生
会
社
に
属
す
る
財
産
の
評
定
に
つ
い
て
は
、
更
生
手
続
開
始
の
時
に
お
け
る
時
価
に
よ
る
評
定
と
す
る
。

２

更
生
担
保
権
に
係
る
担
保
権
の
目
的
の
価
格
は
、
更
生
手
続
開
始
時
に
お
け
る
時
価
と
す
る
。

３

担
保
権
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
更
生
会
社
の
財
産
に
つ
い
て
、
管
財
人
が
当
該
財
産
の
価
格
に
相
当
す
る
金
銭
を
裁
判
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所
に
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
担
保
権
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
、
更
生
計
画
関
係

１

更
生
計
画
に
よ
る
更
生
債
権
等
の
最
長
弁
済
期
間
を
二
十
年
か
ら
十
五
年
に
短
縮
す
る
。

２

更
生
計
画
案
の
提
出
期
限
は
、
原
則
と
し
て
、
更
生
手
続
開
始
決
定
の
日
か
ら
一
年
以
内
と
す
る
。

３

債
権
者
等
は
、
関
係
人
集
会
に
出
席
す
る
こ
と
な
く
、
書
面
等
の
方
法
に
よ
り
更
生
計
画
案
へ
の
賛
否
を
回
答
す
る
こ

と
に
よ
り
、
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

更
生
計
画
案
の
可
決
要
件
を
、
更
生
債
権
者
に
つ
い
て
は
二
分
の
一
に
、
更
生
担
保
権
者
に
つ
い
て
は
四
分
の
三
に
緩

和
す
る
。

七
、
更
生
計
画
認
可
後
の
手
続
、
更
生
手
続
の
廃
止
関
係

更
生
計
画
の
不
履
行
が
生
ず
る
こ
と
な
く
、
金
銭
債
権
の
総
額
の
三
分
の
二
の
弁
済
を
終
え
た
と
き
は
、
原
則
と
し
て
、

更
生
手
続
終
結
の
決
定
を
す
る
。

八
、
施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。


